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[緒言]  大型ヘリカル装置(LHD)の重水素(D)

実験では，中性粒子ビーム入射(NBI)による重陽

子と背景プラズマ中の重陽子とのD-D核融合反

応により生成される中性子が測定されている

[1]．D-D核融合反応によって生成される中性子

(n)，トリトン(T)について，磁気座標に基づく

GNETコードを用いた解析が行われているが，

実験結果を十分に再現できていない[2]．そこで

本研究では，実座標を用いて高速イオンの軌道

解析を行うモンテカルロコードに核融合反応

評価モジュールを組込み，それを用いてn，Tの

発生位置や初期速度分布を調べることを目的

とした． 

[D-D核融合反応評価モジュール] 単位体積あ

たりのn，Tの発生率Sは 

 
で求められる．ここで， は速度分布関数， は

速度， は D-D反応断面積である．添え字の NB

は NB による高速重陽子，BG は背景重陽子を

示している．Maxwell分布を仮定した背景 Dプ

ラズマに対して，NB による高速重陽子が入射

されたときの発生率 Sを求めるモジュールを作

成し，高速イオンの軌道追跡に基づくモンテカ

ルロコード[3]に導入した． 

 改造したコードを用いてLHDで行われた co，

ctr-NBI の 2 つの放電についてテスト計算を行

った．NBIのポートスルーパワーは 1 MWとし，

テスト粒子数は 50400とした．磁気軸位置 Rax = 

3.6 m，磁気軸上磁場強度 Bax = 2.75 T の真空磁

場配位を用いた．  

[実験との中性子発生率の比較] 中性子発生率

をLHDの縦長断面において鉛直方向に線積分

した結果を図1に示す．co入射では磁気軸近傍

にピークを持つ分布であり，ctr入射では磁気軸

近傍で平坦な分布となった．また，実験におけ

る縦長断面鉛直方向の中性子計測結果を図2に

示す．図1，2より，磁気軸近傍では解析結果と

実験結果がよく一致することがわかる． 

さらにD-D反応発生時の重心速度分布を求め

られるようにコードを改造し，生成粒子の初期

速度分布についての解析を現在進めている．こ

れらの結果の詳細については，講演にて報告す

る予定である． 

図 1 中性子発生率の線積分結果． 

R は大半径を示す． 

 
図 2 中性子計測結果(実験結果)． 
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